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１ 地域の循環型社会を形成するための基本的な事項 

 
（１）対象地域 

  構成市町村名：弘前市・黒石市・平川市・西目屋村・藤崎町・大鰐町・ 

田舎館村・板柳町（以下「8市町村」という。） 

  面    積：1598.23㎢ 

  人    口：294,820人（平成 27年 10月 1日現在） 

 

（内訳） 

市町村名 弘前市 黒石市 平川市 西目屋村 藤崎町 大鰐町 田舎館村 板柳町 

面積(㎢) 524.20 217.05 346.01 246.02 37.29 163.43 22.35 41.88 

人口(人) 177,355 35,154 32,486 1,432 15,496 10,355 8,110 14,432 

 

 
図１ 対象地域図 

 

 

名称：弘前地区環境整備事務組合 

（広域化が決定した場合） 

西目屋村 

弘前市 

大鰐町 

平川市 

黒石市 

田舎館村 

藤崎町 板柳町 



- 2 - 

 

（２）計画期間 

本計画は、令和 4年 4月 1日から令和 9年 3月 31日までの 5年間を 

計画期間とし、目標年度を令和 9年度とする。 

なお、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合 

には計画を見直すものとする。 

 

計画期間 目標年度 

令和 4年 4月 1日～令和 9年 3月 31 日 

（5年間） 
令和 9 年度 

 

  

（３）基本的な方向 

   本地域は、青森県西南部に位置し、西には霊峰岩木山、東には八甲田 

連峰を臨み、南には秋田県境に接する世界自然遺産白神山地を有する。 

白神山中に源を発する岩木川は圏域内で平川及び浅瀬石川と合流し、そ 

の流域には肥沃な津軽平野が広がり、青森県を代表する穀倉地帯を形成 

している。 

また、平野部周辺の丘陵地帯には、基幹農産物であるりんごの樹園地 

が広がり、さらにその地域を取り巻くように山林地帯が伸び、緑豊かな 

自然環境に恵まれている。 

    弘前地区環境整備事務組合（以下「弘環組合」という。）では、組合を

構成する弘前市、平川市(旧平賀町地区、旧碇ヶ関村地区)、大鰐町、藤崎

町(旧藤崎町地区)、板柳町、西目屋村の2市3町1村（以下「弘環組合構成

市町村」という。）のごみの中間処理を行っており、ごみの収集運搬及び

最終処分については、各市町村が主体となっている。 

    中間処理のうち、可燃ごみ等の焼却処理は弘環組合が所有する弘前地区

環境整備センター（以下「環境整備センター」という。）及び南部清掃工

場で行っており、不燃ごみ、粗大ごみ等の破砕選別処理は環境整備センター

で行っている。資源ごみ等の資源化処理は環境整備センター及び民間の再

資源化事業者で行っている。 

    黒石地区清掃施設組合（以下「黒清組合」という。）では、組合を構成

する黒石市、青森市（旧浪岡町地区）、平川市(旧尾上町地区)、藤崎町(旧

常盤村地区)、田舎館村の3市1町1村（以下「黒清組合構成市町村」という。）

のごみの中間処理、収集運搬及び最終処分を行っている。 

    中間処理のうち、可燃ごみ等の焼却処理及び不燃ごみ、粗大ごみ等の破

砕選別処理は黒清組合が所有する環境管理センターで、資源ごみ等の資源

化処理は民間の再資源化事業者で行っている。 

両組合の3つの施設のうち、弘環組合が所有する南部清掃工場は、平成4
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年4月に竣工し、令和3年4月で竣工から30年目を迎えるが、これまで大規模

な改良工事等は行っておらず、施設設備の老朽化が顕著となっている。今

後も安全かつ安定した施設として稼働し、地域の適正な廃棄物処理を担う

ため、基幹的設備改良工事により延命化を図る必要がある。 

なお、基幹的設備改良にあたっては、単に施設の延命化を図るだけでな

く、さらなるごみの排出抑制や分別推進を図るほか、CO₂削減に資する設

備機能の更新導入により、当地域における循環型社会の実現を目指す。 

 

（４）ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況 

   青森県が平成 10年 4月に策定した「青森県ごみ処理広域化計画」で 

は、県内を 6 ブロックに分けて広域化を進め、最終的に 1ブロックに 1 

組合とする基本方針が示されており、弘環組合及び黒清組合は中弘南黒 

広域ブロックに該当する。 

 このブロック割りは、令和 3年 3 月に策定された「第 4次青森県循環 

型社会形成推進計画」に内包する「青森県ごみ処理広域化・集約化計 

画」にも引き継がれ、県としても、両組合による統合に向けた検討等を 

注視しつつ、必要に応じて助言等を行うことで、組合の統合と施設の集 

約化を支援することとしている。 

ごみ処理の広域化・施設の集約化について、弘環組合の南部清掃工場 

は令和 5年度以降の継続的な稼働に基幹的設備改良工事を要し、また、 

黒清組合の環境管理センターは令和 10年度を目途に施設の更新を要す 

ることから、平成 31年 2月に弘環組合と黒清組合が共同で両組合にお 

けるごみ処理の広域化・集約化について可能性調査を実施した。 

 その結果、2組合の統合によるごみ処理の広域化・施設の集約化は経 

済性の面から十分に可能性があることが明らかになった。これを受け、 

平成 31年 3 月、両組合管理者による記者会見でごみ処理広域化を目指 

して協議を進めることを公表した。その後、令和元年 10月に 8市町村 

長からなる「津軽地域ごみ処理広域化協議会1」を発足し、令和 8年度の 

組合統合に向け 8市町村及び両組合で広域化協議を進めている。 
 

 

 

 

                                                      
1 青森市の旧浪岡町地区は、平成 17年に青森市と合併した後も環境管理センターでごみ処理を

行っているが、弘環組合と黒清組合の統合後は青森市と一体のごみ処理体制とすることが決定

しているため、広域化協議には参加していない。 
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２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

 
（１）一般廃棄物等の処理の現状 

    令和元年度の一般廃棄物の排出、処理状況は図 2のとおりである。 

    総排出量は、集団回収量を含め 104,017トンであり、再生利用される 

「総資源化量」は 11,123トン、リサイクル率（＝（直接資源化量＋中

間処理後の再生利用量＋集団回収量）／（ごみの総処理量＋集団回収

量））は 10.7％である。 

 中間処理による減量化量は 79,755 トンであり、集団回収量を除いた

排出量のおおむね 8割が減量化されている。また、集団回収量を除いた

排出量の 13％に当たる 13,139トンが埋め立てられている。 

 なお、中間処理量のうち、焼却処理量は 93,785トンである。環境整

備センターでは焼却熱回収による発電を行っており、南部清掃工場及び

環境管理センターでは温水利用を行っている。 

 

 
図 2 一般廃棄物の処理状況フロー（令和元年度） 

 

（２）一般廃棄物等の処理の目標 

    本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の 

実現を目指し、表 1のとおり目標量について定め、それぞれの施策に取 

り組んでいくものとする。 

 
表 1 減量化、再生利用に関する現状と目標 

指 標 ・ 単 位 
現状（割合） 

（令和元年度） 

目標（割合） 

（令和 9 年度） 

 排 出 量 

事業系 
総排出量 35,266 トン 24,830 トン(-29.6％) ※7 

1 事業所当たりの排出量※1 2.7 トン/事業所 1.9 トン/事業所(-29.6％) ※7 

生活系 
総排出量 66,388 トン 57,174 トン(-13.9％) ※7 

1 人当たりの排出量※2 210 ㎏/人 188 ㎏/人(-10.5％) ※7 

合 計 事業系生活系排出量合計 101,654 トン 82,004 トン(-19.3％) ※7 

最終処分量

13,139t

13.0％

6,127ｔ

6.0％

処理後再生利用量

処理後最終処分量

12,977ｔ

12.8％

総資源化量

11,123ｔ

処理残さ量

19,104t

18.8％排出量 計画処理量

集団回収量

2,363t

直接資源化量

2,633t

2.6％

中間処理量

101,654t
減量化量

79,755t

78.4％直接最終処分量

162ｔ

0.2％

101,654ｔ

100％

自家処理量

0ｔ

98,859t

97.2％
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再生利用量 
直接資源化量※3 2,633 トン(2.6％) 2,132 トン(2.6％) 

総資源化量※4 11,123 トン(10.7％) 8,868 トン(10.4％) 

エネルギー 

回 収 量 
年間の発電電力量及び熱利用量※5 

20,617MWh（環境整備 C） 

6,120GJ (南部清掃工場) 

22,165MWｈ(107.5％) 

6,084GJ(99.4％) 

最終処分量 埋立最終処分量※6 13,139 トン(13.0％) 11,563 トン(14.1％) 

※1 (1事業所当たりの排出量)＝｛(事業系ごみの総排出量)－(事業系ごみの資源ごみ量)｝／(事業所数) 

・事業所数は令和元年経済センサス基礎調査より、弘前市8,417箇所、黒石市1,504箇所、平川市1,140 

 箇所、西目屋村75箇所、藤崎町538箇所、大鰐町351箇所、田舎館村251箇所、板柳町584箇所、合計 

12,860箇所とする。予測値もこの数値とする。 

※2 (1人当たりの排出量)＝｛(生活系ごみの総排出量)－(生活系ごみの資源ごみ量)｝／(人口) 

※3 直接資源化量の割合は、各年度の事業系生活系排出量合計に対するものである。 

※4 総資源化量の割合は、集団回収量を含めた排出量に対するものである。 

※5 令和元年度の発電電力量は、弘前地区環境整備センターの実績値（R1）で、目標値はごみ焼却対象量 

1ｔあたりの発電量を0.28MWh／t（H23～R1の平均値）とし、これにR9の焼却対象量79,162tを乗じて 

求めた。熱利用量は、南部清掃工場の実績値（R1）で、目標値は南部清掃工場の平均値18GJ/日にR9 

の年間稼働予定日数338日を乗じて求めた。 

※6 埋立最終処分量の割合は、各年度の事業系生活系排出量合計に対するものである。 

※7 令和9年度の排出量の各割合（%）は、令和元年度の各排出量に対するものである。 

《指標の定義》 

排出量：事業系ごみ，生活系ごみを問わず，出されたごみの量（集団回収されたごみを除く）[単位:t] 

再生利用量：集団回収量，直接資源化量，中間処理後の再生利用量の和[単位:t] 

資源化率：総資源化量÷（排出量＋集団回収量等）×100 

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量[単位:MWh] 

減量化量：中間処理量と処理後の残渣量の差[単位:t] 

最終処分量：埋立処分された量[単位:t] 

人口：R1は 281,983人（実績），R9は 257,921人（推計）とする。 

 
図 3 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（令和 9年度） 

最終処分量

0ｔ
246ｔ

0.3％

11,563ｔ

14.1％

82,004ｔ
82,004ｔ

100％

79,626ｔ

97.1％

11,317ｔ

13.8％減量化量

64,783ｔ

79.0％自家処理量 直接最終処分量

2,132ｔ

2.6％

3,526ｔ

4.3％処理残さ量

14,843ｔ

18.1％排出量 計画処理量 中間処理量 処理後最終処分量

集団回収量 総資源化量

3,210t 8,868ｔ

直接資源化量 処理後再生利用量
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３ 施策の内容 

 
（１）発生抑制、再使用の推進 

  ア 有料化 

・生活系ごみの有料化については、8市町村のうち 4市町村が実施済み 

 であり、未実施の市町村においても、さらなる 3Rの取り組みによる 

 ごみ排出量削減効果を検証しながら、地域の実情を踏まえ有料化実施 

 の検討を進める。また、事業系ごみ及び直接搬入ごみについては、各 

施設において従量制により処分手数料を徴収している。 

 

  イ 環境教育、普及啓発、助成 

   ①環境教育 

   ・地域全体でごみの減量化や再資源化に関する意識を高めるため、ごみ

処理施設や環境学習施設の見学などを通じた環境教育に積極的に取り

組む。特に、小・中学校に対しては、子ども達だけでなく保護者や教

師を含め、身近なごみ問題に対する意識啓発を図る。 

②普及啓発 

・住民、事業者に率先して発生抑制、再資源化の行動を起こしてもらえ 

 るよう、ごみの減量化や再資源化に関する情報を各市町村の広報紙、 

ホームページなどによって積極的に発信する。 

   ③助成 

   ・生ごみ処理機及びコンポストの購入助成、資源物集団回収の奨励金制 

度など、住民に対する経済的なインセンティブ付与を行う。 

 

  ウ マイバッグ持参によるレジ袋対策 

   ・レジ袋の削減に向けたマイバッグの持参を促すほか、マイボトル、マ 

イ箸、マイ容器等の利用を励行し、使い捨て製品の使用抑制を図る。 

 

  エ ごみ分別の推進 

   ・ごみの減量化や再資源化のため、ごみ分別表を配布するとともに、各 

市町村のホームページ等に掲載し、ごみの適正分別を推進する。 

   ・現在、行政区域が両組合に跨っていることから市町内で分別区分が一 

部異なっている平川市及び藤崎町については、ごみ処理広域化に合わ 

せて分別区分の統一を図る。 

 

（２）処理体制 

 ア 生活系ごみの処理体制の現状と今後 

   構成市町村の分別区分については、表 2のとおりである。 

今後も、循環型社会の構築に向けてごみの減量化や再資源化を推進し 

つつ、既存施設を有効に活用しながらごみを適正に処理する。 
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 イ 事業系ごみの処理体制の現状と今後 

   今後とも生活系ごみの分別区分に準じ、収集処理を行う。 

なお、近年増加傾向にある事業系ごみの排出抑制に向けて、紙ごみ及 

び畳類の搬入規制及び事業系ごみの展開調査を継続して実施する。 

 

ウ 一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後 

現状、弘環組合では一般廃棄物と合わせて処分することが必要である 

と認める産業廃棄物を「紙くず」、「木くず」、「繊維くず」としてい 

るが、黒清組合では定めていない。 

これまで両組合ともに受入実績がないことに加え、圏域内に産業廃棄 

物処理業者が複数存在し、今後も民間処理業者によって適正な処理がな 

される見込みがあることから、令和 8年度以降は一般廃棄物と合わせて 

処理することが必要と認める産業廃棄物は定めないこととする。 

 

 エ 今後の処理体制の要点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

➣ 弘環組合と黒清組合の統合により、ごみ処理の広域化及び施設 

の集約化を推進する。具体的には、令和 8年度に黒清組合を弘環 

組合に統合し、黒清組合の環境管理センターを廃止、弘環組合の弘

前地区環境整備センターと南部清掃工場の 2 施設で 8 市町村の一

般廃棄物処理（中間処理）を行う。 

なお、8市町村の分別区分と処理方法の統一に向けて、調査研究 

及び協議を継続する。 

➣ 住民にわかりやすい分別を推進し、資源化量を増加させるため、 

令和 8年度までに紙製容器包装の分別区分を廃止し、雑紙区分に 

統一する。 

➣ CO₂削減の観点から資源循環を促進し、令和 8年度からの 8市町 

村によるプラスチック資源一括回収リサイクルの実施に向け、具体

的な制度設計などの協議を進める。 

➣ 住民の安全及び利便性向上、収集処理時の事故防止のため危険ご

みの処理体制を構築する。廃電池類、廃蛍光灯、水銀使用廃製品に

ついて、令和 8 年度を目途に新たに設置する専用回収ボックスに

より分別収集し適正処理する。また、スプレー缶、カセットボンベ、

ライター等については穴あけしない分別回収に統一し、施設内に新

たに導入する処理機で適正かつ安全に処理する。 
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（３）処理施設の整備 

  廃棄物処理施設の基幹的設備改良事業 

  上記(２)の分別区分及び処理体制で処理を行うため、以下のとおり必要 

な施設整備を行う。 

  
事業 

番号 
整備施設種類 事 業 名 処理能力 設置予定地 事業期間 

1 ごみ焼却施設 
南部清掃工場 

基幹的設備改良事業 

140t/日 

(70t/日

×2炉) 

弘前市大字小金崎 

字川原田 54番地 
R5～R7 

（整備理由） 

事業番号 1 既存施設の老朽化に伴う延命化及び温室効果ガスの削減 

                       （CO₂削減率 3％以上） 

 

 （４）施設整備に関する計画支援事業 

上記（３）の施設整備に先立ち、以下のとおり計画支援事業を行う。 

 
事業 

番号 
事 業 名 事業内容 事業期間 

2 
南部清掃工場基幹的設備改良事業（事業番号 1）

に係る工事発注支援事業 

発注仕様書作成等の

工事発注支援 
R4 

 

（５）その他の施策 

  その他、地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施する。 

 

 ア 使用済小型家電リサイクルの促進 

    家庭から排出される使用済み小型家電を分別回収・リサイクルするこ 

とで、有用な貴金属を再資源化するとともに、最終処分場の延命化や処 

理経費の削減を図る。 

なお、当該施策は弘前圏域定住自立圏共生ビジョンの環境分野におけ 

る具体的取組として平成 27年度から 8市町村で実施しており、廃棄物 

処理施設でのピックアップ回収と併せ、8市町村内の公共施設などへ設 

置された回収ボックスによる拠点回収を継続する。 
 

 イ 不法投棄対策 

ごみの散乱防止や適正な処理に関するモラル向上のため、広報紙、チ 

   ラシ等による啓発を行う。また、産業廃棄物を含めた不法投棄対策のた 

め、青森県とも連携し、地域住民と共にパトロールを実施する等、監視 

体制の強化に努める。 
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 ウ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

   自然災害等により一時的に多量に排出される災害廃棄物については、

各市町村が策定した災害廃棄物処理計画等を踏まえ、搬入方法の指定及

び搬入量調整等を行うなど、弘環組合が広域的処理体制を確保する。 

   なお、被害状況によっては圏域内での処理が困難な場合も想定される

ため、県、周辺市町村及び民間事業者等と連携し、緊急時の円滑な協力

体制の構築を図る。 

 

  〇災害廃棄物処理計画の策定状況（令和 4年 3月時点） 

市町村名 策定状況 災害廃棄物の処理方法等 

弘前市 
策定済

（R2.4） 

環境負荷の低減、資源の有効活用の観点から、災害廃棄物を可

能な限り分別、資源化し、最終処分量を低減させる。 

黒石市 策定中 ― 

平川市 
策定済 

（R3.3） 

環境負荷の低減、資源の有効活用の観点から、災害廃棄物を可

能な限り分別、資源化し、最終処分量を低減させる。 

西目屋村 策定検討中 ― 

藤崎町 
策定済 

（R3.3） 

環境負荷の低減、資源の有効活用の観点から、災害廃棄物を可

能な限り分別、再資源化し、最終処分量を低減させる。 

大鰐町 策定検討中 ― 

田舎館村 策定中 ― 

板柳町 策定検討中 ― 

※仮置場については、災害の発生状況に応じて市町村が選定し、発災後速やかに 

設置する。 

 
４ 計画のフォローアップと事後評価 

 
（１）計画のフォローアップ 

   ８市町村及び両組合は、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を 

公表するとともに、必要に応じて、８市町村及び両組合、青森県、国と 

意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。 

 

（２）事後評価及び計画の見直し 

    計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果がとりまとまった 

時点で、速やかに計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。 

    また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反 

映させるものとする。 

    なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ 

計画を見直すものとする。 
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 様
式

１

１
　

地
域

の
概

要
（
１

）
地

域
名

（
２

）
地

域
内

人
口

2
9
1
,7

8
9
人

(H
2
7
.1

0
.1

現
在

)
（
３

）
地

域
面

積

（
４

）
構

成
市

町
村

等
名

（
５

）
地

域
の

要
件

*

２
　

一
般

廃
棄

物
の

減
量

化
、

再
生

利
用

の
現

状
と

目
標

目
　

標

平
成

２
６

年
度

平
成

２
７

年
度

平
成

２
８

年
度

平
成

２
９

年
度

平
成

３
０

年
度

令
和

元
年

度
令

和
9
年

度
41

,8
99

41
,8

29
38

,7
50

37
,1

29
36

,4
42

35
,2

66
24

,8
30

3.
21

3.
21

2.
97

2.
85

2.
80

2.
70

1.
93

71
,7

71
71

,0
34

68
,4

32
68

,8
37

67
,9

28
66

,3
88

57
,1

74

21
7

21
7

21
0

21
3

21
4

21
0

18
8

11
3,

67
0

11
2,

86
3

10
7,

18
2

10
5,

96
6

10
4,

37
0

10
1,

65
4

82
,0

04

2,
26

9
2,

31
2

2,
40

3
2,

35
5

2,
21

2
2,

63
3

2,
13

2

12
,9

28
12

,6
25

12
,2

90
11

,6
69

11
,0

65
11

,1
23

8,
86

8

エ
ネ

ル
ギ

ー
回

収
量

19
,8

52
19

,8
39

19
,4

32
18

,7
97

19
,3

10
20

,6
17

22
,1

65

最
終

処
分

量
15

,2
66

14
,6

33
14

,2
35

13
,4

32
13

,7
32

13
,1

39
11

,5
63

※
　

別
添

資
料

と
し

て
指

標
と

人
口

等
の

要
因

に
関

す
る

ト
レ

ン
ド

グ
ラ

フ
を

添
付

す
る

。

一
般

廃
棄

物
処

理
計

画
と

目
標

値
が

異
な

る
場

合
に

、
地

域
計

画
と

一
般

廃
棄

物
処

理
計

画
と

の
整

合
性

に
配

慮
し

た
内

容

３
　

一
般

廃
棄

物
処

理
施

設
の

現
況

と
更

新
、

廃
止

、
新

設
の

予
定

（
１

）
現

有
施

設
リ

ス
ト

施
設

種
別

事
業

主
体

型
式

及
び

処
理

方
式

処
理

能
力

（単
位

）
開

始
年

月
廃

止
又

は
休

止

(予
定

)年
月

解
体

(予
定

)年
月

（
２

）
更

新
（
改

良
）
・
新

設
施

設
リ

ス
ト

施
設

種
別

事
業

主
体

型
式

及
び

処
理

方
式

処
理

能
力

（単
位

）
竣

工
予

定
年

月
廃

焼
却

施
設

解
体

の
有

無
廃

焼
却

施
設

解
体

事
業

備
考

未
定

未
定

最
終

処
分

施
設

沖
浦

埋
立

処
分

地
黒

石
地

区

清
掃

施
設

組
合

セ
ル

ア
ン

ド
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
方

式
8
0
5
,1

6
0
㎥

S
5
5
.1

1

(H
1
4
.3

改
良

)
R

8
.4

(予
定

)

最
終

処
分

施
設

板
柳

町
一

般
廃

棄
物

最
終

処
分

場
板

柳
町

セ
ル

方
式

3
1
,0

0
0
㎥

H
6
.4

未
定

ス
ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

弘
前

地
区

環
境

整
備

セ
ン

タ
ー

（
ス

ト
ッ

ク
ヤ

ー
ド

）

弘
前

地
区

環
境

整
備

事
務

組
合

一
時

保
管

延
床

面
積

3
9
0
㎡

H
2
7
.4

未
定

未
定

資
源

化
施

設
弘

前
地

区
環

境
整

備
セ

ン
タ

ー

（
資

源
化

施
設

）

弘
前

地
区

環
境

整
備

事
務

組
合

破
砕

･選
別

･

圧
縮

･梱
包

9
3
t/

5
h

H
1
5
.4

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

等
事

業
実

施
計

画
　

総
括

表
１

中
弘

南
黒

地
域

弘
前

市
・
黒

石
市

・
平

川
市

・
西

目
屋

村
・
藤

崎
町

・
大

鰐
町

・
田

舎
館

村
・
板

柳
町

・
弘

前
地

区
環

境
整

備
事

務
組

合
・
黒

石
地

区
清

掃
施

設
組

合

合
計

   
  事

業
系

生
活

系
の

総
排

出
量

合
計

（ト
ン

）

生
活

系
　

総
排

出
量

（ト
ン

）

過
去

の
状

況
・
現

状
（
排

出
量

等
に

対
す

る
割

合
）

（
６

）
構

成
市

町
村

に
一

部
事

務
組

合
等

が
含

ま
れ

る
場

合
、

当
該

組
合

の
状

況

エ
ネ

ル
ギ

ー
回

収
量

（年
間

の
発

電
電

力
量

　
M

W
H

）

埋
立

最
終

処
分

量
（ト

ン
）

1
5
9
8
.2

3
㎢

人
口

　
面

積
　

沖
縄

　
離

島
　

奄
美

　
豪

雪
、

山
村

　
半

島
　

過
疎

　
そ

の
他

ご
み

焼
却

施
設

　
　

　
　

　
　

1人
当

た
り

の
排

出
量

（ｋ
ｇ/

人
）

指
標

・
単

位 排
出

量

事
業

系
　

総
排

出
量

（ト
ン

）

　
　

　
　

　
　

1事
業

所
当

た
り

の
排

出
量

（ト
ン

/事
業

所
）

弘
前

市
埋

立
処

分
場

（
第

2
次

第
2
区

画
）

弘
前

市
セ

ル
方

式
2
2
4
,0

0
0
㎥

H
3
0
.6

未
定

南
部

清
掃

工
場

ご
み

焼
却

施
設

南
部

清
掃

工
場

粗
大

ご
み

処
理

施
設

H
6
.3

最
終

処
分

施
設

施
設

名

弘
前

地
区

環
境

整
備

事
務

組
合

全
連

続
燃

焼
式

1
4
0
t/

日

環
境

管
理

セ
ン

タ
ー

粗
大

ご
み

処
理

施
設

黒
石

地
区

清
掃

施
設

組
合

堅
形

衝
撃

剪

断
回

転
式

4
0
t/

5
h

ご
み

焼
却

施
設

R
8
.4

(予
定

)
未

定

R
8
.4

(予
定

)
未

定

R
8
.3

未
定

未
定

未
定

全
連

続
燃

焼
式

1
0
0
t/

日

S
6
3
.4

(H
1
2
.4

改
造

)

(H
2
6
.3

改
良

)

全
連

続
燃

焼
式

全
連

続
燃

焼
式

未
定

ご
み

焼
却

施
設

【弘
前

地
区

環
境

整
備

事
務

組
合

】

●
組

合
を

構
成

す
る

市
町

村
：弘

前
市

、
平

川
市

(旧
平

賀
町

地
区

、
旧

碇
ヶ

関
村

地
区

)、
大

鰐
町

、
藤

崎
町

(旧
藤

崎
町

地
区

)、

板
柳

町
、

西
目

屋
村

　
　

　
　

　
●

設
立

年
月

日
：昭

和
37

年
2月

20
日

【黒
石

地
区

清
掃

施
設

組
合

】

●
組

合
を

構
成

す
る

市
町

村
：黒

石
市

、
青

森
市

（旧
浪

岡
町

地
区

）、
平

川
市

(旧
尾

上
町

地
区

)、
藤

崎
町

(旧
常

盤
村

地
区

)、
田

舎
館

村

●
設

立
年

月
日

：昭
和

37
年

 2
 月

20
日

平
川

市
及

び
藤

崎
町

に
つ

い
て

は
、

現
行

の
一

般
廃

棄
物

処
理

基
本

計
画

の
目

標
値

と
整

合
を

図
っ

た
。

そ
の

他
市

町
村

に
つ

い
て

は
、

当
該

地
域

計
画

の
計

画
期

間
内

に
一

般
廃

棄
物

処
理

基
本

計
画

の
改

訂
時

期
を

迎
え

る
た

め
、

ご
み

処
理

量
の

実
績

値
を

加
味

し
た

う
え

で
、

「
第

4
次

青
森

県
循

環
型

社
会

形
成

推
進

計
画

」
の

目
標

値
設

定
の

考
え

方
に

沿
っ

て
目

標
値

を
設

定
し

た
。

備
　

考

再
生

利
用

量
直

接
資

源
化

量
（ト

ン
）

総
資

源
化

量
（ト

ン
）

*交
付

要
綱

で
定

め
る

交
付

対
象

と
な

る
要

件
の

う
ち

、
該

当
す

る
項

目
全

て
に

○
を

付
け

る
。

未
定

施
設

名

弘
前

地
区

環
境

整
備

セ
ン

タ
ー

（
ご

み
焼

却
施

設
）

環
境

管
理

セ
ン

タ
ー

ご
み

処
理

施
設

2
4
6
t/

日
H

1
5
.4

1
4
0
t/

日
H

4
.4

弘
前

地
区

環
境

整
備

事
務

組
合

未
定

未
定

弘
前

地
区

環
境

整
備

事
務

組
合

黒
石

地
区

清
掃

施
設

組
合

―
―

更
新

（
改

良
）
・
新

設
理

由

施
設

の
延

命
化

及
び

C
O

2
排

出
量

削

減
の

た
め

の
基

幹
的

設
備

改
良
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様
 式

 ２

事
　

業
　

名
　

称
単

位
開

始
終

了
令

和

４
年

度

令
和

５
年

度

令
和

６
年

度

令
和

７
年

度

令
和

８
年

度

令
和

４
年

度

令
和

５
年

度

令
和

６
年

度

令
和

７
年

度

令
和

８
年

度

2
,1

4
8
,3

0
0

0
3
3
,0

0
0

1
,0

4
8
,3

0
0

1
,0

6
7
,0

0
0

0
1
,9

3
6
,0

0
0

0
2
9
,7

3
9

9
4
4
,7

0
4

9
6
1
,5

5
7

0

1
弘

前
地

区
環

境
整

備
事

務
組

合
1
4
0

t/
日

R
5

R
7

2
,1

4
8
,3

0
0

0
3
3
,0

0
0

1
,0

4
8
,3

0
0

1
,0

6
7
,0

0
0

0
1
,9

3
6
,0

0
0

0
2
9
,7

3
9

9
4
4
,7

0
4

9
6
1
,5

5
7

南
部

清
掃

工
場

基
幹

的
設

備
改

良
事

業

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
弘

前
地

区
環

境
整

備
事

務
組

合
R
4

R
4

5
,0

8
2

5
,0

8
2

0
0

0
0

5
,0

8
2

5
,0

8
2

0
0

0
0

事
業

番
号

1
に

係
る

工
事

発
注

支
援

事
業

0
0

0
0

2
,1

5
3
,3

8
2

5
,0

8
2

3
3
,0

0
0

1
,0

4
8
,3

0
0

1
,0

6
7
,0

0
0

0
1
,9

4
1
,0

8
2

5
,0

8
2

2
9
,7

3
9

9
4
4
,7

0
4

9
6
1
,5

5
7

0

※
１

事
業

番
号

に
つ

い
て

は
、

計
画

本
文

３
(3

)表
４

に
示

す
事

業
番

号
及

び
様

式
３

の
施

設
整

備
に

関
す

る
事

業
番

号
と

一
致

さ
せ

る
こ

と
。

ま
た

、
様

式
３

に
示

す
施

策
の

う
ち

関
連

す
る

も
の

が
あ

れ
ば

、
合

わ
せ

て
番

号
を

記
入

す
る

こ
と

。
※

２
広

域
連

合
、

一
部

事
務

組
合

等
に

つ
い

て
は

、
欄

外
に

構
成

す
る

市
町

村
を

注
記

す
る

こ
と

。
※

３
実

施
し

な
い

事
業

の
欄

は
削

除
し

て
構

わ
な

い
。

※
４

同
一

施
設

の
整

備
で

あ
っ

て
も

、
交

付
金

を
受

け
る

事
業

主
体

ご
と

に
記

載
す

る
。

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

等
事

業
実

施
計

画
総

括
表

２
（
令

和
３

年
度

）

事
　

業
　

種
　

別
事

業
番

号
※

１

事
業

主
体

名
　

　
　

称
※

２

規
　

模
事

業
期

間
交

付
期

間
総

事
業

費
（
千

円
）

交
付

対
象

事
業

費
（
千

円
）

備
　

　
考

○
エ

ネ
ル

ギ
ー

回
収

等
に

関
す

る
事

業

エ
ネ

ル
ギ

ー
回

収
施

設
整

備

メ
タ

ン
ガ

ス
化

施
設

整
備

ご
み

燃
料

化
施

設
整

備

そ
の

他
の

施
設

整
備

等
（
施

設
名

記
載

）

浄
化

槽
市

町
村

整
備

推
進

○
有

機
性

廃
棄

物
リ

サ
イ

ク
ル

に
関

す
る

事
業

ご
み

飼
料

化
施

設
整

備

ご
み

た
い

肥
化

施
設

整
備

○
最

終
処

分
に

関
す

る
事

業

最
終

処
分

場
整

備

最
終

処
分

場
再

生
事

業

※
弘

前
地

区
環

境
整

備
事

務
組

合
の

構
成

市
町

村
：
弘

前
市

・
平

川
市

（
平

賀
・
碇

ヶ
関

地
区

）
・
西

目
屋

村
・
藤

崎
町

（
藤

崎
地

区
）
・
大

鰐
町

・
板

柳
町

　
※

令
和

8
年

度
か

ら
は

、
黒

石
市

・
平

川
市

（
尾

上
地

区
）
・
藤

崎
町

（
常

盤
地

区
）
及

び
田

舎
館

村
を

含
め

た
8
市

町
村

で
の

ご
み

処
理

を
予

定
。

○
施

設
整

備
に

関
す

る
計

画
支

援
事

業

○
廃

棄
物

処
理

施
設

に
お

け
る

長
寿

命
化

総
合

計
画

策
定

支
援

事
業

○
災

害
廃

棄
物

処
理

計
画

策
定

支
援

事
業

合
  

  
 　

　
計

○
し

尿
処

理
に

関
す

る
事

業

汚
泥

再
生

処
理

セ
ン

タ
ー

整
備

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
プ

ラ
ン

ト
整

備

○
浄

化
槽

に
関

す
る

事
業

浄
化

槽
設

置
整

備
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様式３ 地域の循環型社会形成推進のための施策一覧 

 

  

開始 終了 R4 R5 R6 R7 R8

11 有料化

未実施の市町村においても、さらなる3Rの取り組

みによるごみ排出量削減効果を検証しながら、地

域の実情を踏まえ有料化実施の検討を進める。

R4 R8 ー

12
環境教育、普及啓

発、助成

学校や地域社会において、施設見学などを通じた

環境教育に積極的に取り組むほか、減量化や再資

源化推進のため住民に対する経済的なインセン

ティブ付与を行う。

R4 R8 ー

13
マイバッグ持参によ

るレジ袋対策

レジ袋の削減に向けたマイバッグの持参を促すほ

か、マイボトル、マイ箸、マイ容器等の利用を励

行し、使い捨て製品の使用抑制を図る。

R4 R8 ー

14 ごみ分別の推進

ごみの減量化や再資源化のため、ごみ分別表を配

布するとともに、各市町村のホームページ等に掲

載し、ごみの適正分別を推進する。

R4 R8 ー

処理施設の

整備に関す

るもの

1
南部清掃工場

基幹的設備改良事業

ごみ焼却施設の老朽化に伴う延命化及び温

室効果ガスの削減（CO₂削減率3％以上）を

図る。

R5 R7 〇

施設整備に

係る計画支

援に関する

もの

2

南部清掃工場基幹的

設備改良事業に係る

工事発注支援事業

上記施設整備に先立ち、発注仕様書作成等

の基幹的設備改良工事の発注支援業務を委

託する。

R4 R4 〇

21
使用済小型家電リサ

イクルの促進

廃棄物処理施設でのピックアップ回収と併

せ、公共施設などへ設置された回収ボック

スによる拠点回収を継続する。

R4 R8 ー

22 不法投棄対策

広報紙、チラシ等による啓発を行う。ま

た、産業廃棄物を含めた不法投棄対策のた

め、青森県と連携し、地域住民と共にパト

ロールを実施する等、監視体制の強化に努

める。

R4 R8 ー

23
災害時の廃棄物処理

に関する事項

各市町村が策定した災害廃棄物処理計画等

を踏まえ、搬入方法の指定及び搬入量調整

等を行うなど、弘環組合が広域的処理体制

を確保する。

R4 R8 ー

交付金

の要否

事業計画
備 考

発生抑制、

再使用の推

進に関する

もの

中

弘

南

黒

地

域

各

市

町

村

その他

事業期間
施策種別

事業

番号
施策の名称等 施策の内容

実施

主体

弘

前

地

区

環

境

整

備

事

務

組

合

中

弘

南

黒

地

域

各

市

町

村

事業実施

事業実施

事業実施

事業実施

事業実施

事業実施

事業実施

事業実施

事業

実施
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参考資料様式２ 

 

施設概要（エネルギー回収施設系） 

都道府県名  青森県 

 

(1) 事業主体名    弘前地区環境整備事務組合 

(2) 施設名称 南部清掃工場 

 

(3) 工期 

 

 令和５年度 ～ 令和７年度 

 

 

(4) 施設規模 

 

 

 処理能力  １４０ｔ／日（７０ｔ／日×２炉） 

 

 

(5) 形式及び処理方式 

 

 

 全連続燃焼式 

 

 

(6) 余熱利用の計画 

 

 １．発電の有無    有（発電効率   ％） ・ 無 

 ２．熱回収の有無      有（熱利用率１．５％） ・ 無 

(7) 地域計画内の役割 

  ※1 

 

二酸化炭素削減率３％ 

 

(8) 廃焼却施設解体 

   工事の有無 
 有  無 

 

 

 (12) 事業計画額 2,148,300千円 

 

※1 基幹的設備改良事業を実施する場合は、二酸化炭素の削減率を記載すること。また、二酸

化炭素排出抑制対策事業費等補助金を活用する場合は、廃棄物処理施設で生じた熱や発電し

た電力を地域でどう利活用するかについても記載すること。 
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参考資料様式８ 

計 画 支 援 概 要 

 

都道府県名  青森県 

 

(1) 事業主体名 弘前地区環境整備事務組合 

(2) 事業目的 南部清掃工場基幹的設備改良事業のため 

(3) 事業名称 
南部清掃工場基幹的設備改良事

業に係る工事発注支援事業 

 

 

 

 

 

(4) 事業期間 

 

 

令和４年度 ～ 

     令和４年度 

 

令和  年度 

～令和  年度 

 

令和  年度 

～令和  年度 

(5) 事業概要 
発注仕様書作成等の工事発

注支援 

  

 

 

 

  

 

 

 

(6) 事業計画額 

 

 

 

 

5,082千円 
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添付資料１ 現状と目標のトレンドグラフ 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

人口 305,591 303,996 301,134 298,091 294,820 291,664 288,580 285,301 281,983 278,042 275,135 272,232 269,334 266,480 263,589 260,746 257,921

事業所数 12,860 12,860 12,860 12,860 12,860 12,860 12,860 12,860 12,860 12,860 12,860 12,860 12,860 12,860 12,860 12,860 12,860

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

230,000

240,000

250,000

260,000

270,000

280,000

290,000

300,000

310,000

（事業所）（人） 人口及び事業所数の推移（中弘南黒地域）

人口 事業所数

実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

事業系ごみ 41,567 42,897 44,539 41,899 41,829 38,750 37,129 36,442 35,266 28,103 27,578 26,994 26,483 25,875 25,351 25,061 24,830

生活系ごみ 72,487 74,373 74,128 71,771 71,034 68,432 68,837 67,928 66,388 63,166 62,056 61,130 60,299 59,344 58,497 57,768 57,174

一人当たり排出量 217 220 222 217 217 210 213 214 210 201 197 194 191 190 189 188 188

150

160

170

180

190

200

210

220

230

240

250

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

（kg/年）（t/年）
排出量の推移（中弘南黒地域）

生活系ごみ 事業系ごみ 一人当たり排出量

実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

最終処分量 14,324 14,159 15,392 15,266 14,633 14,235 13,432 13,732 13,139 12,791 12,615 12,440 12,265 12,089 11,914 11,739 11,563

リサイクル率 11.5% 12.8% 12.1% 11.0% 10.9% 11.2% 10.7% 10.4% 10.7% 14.0% 13.6% 13.1% 12.6% 12.1% 11.6% 11.0% 10.4%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

（t/年）

リサイクル率及び最終処分量の推移（中弘南黒地域）

最終処分量 リサイクル率

実績値 推計値
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

人口 182,822 182,096 180,609 179,067 177,355 175,844 174,231 172,391 170,500 168,810 167,189 165,569 163,948 162,328 160,707 159,087 157,466

事業所数 8,417 8,417 8,417 8,417 8,417 8,417 8,417 8,417 8,417 8,417 8,417 8,417 8,417 8,417 8,417 8,417 8,417

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

140,000

145,000

150,000

155,000

160,000

165,000

170,000

175,000

180,000

185,000

（事業所）（人） 人口及び事業所数の推移（弘前市）

人口 事業所数

実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

事業系ごみ 33,628 33,586 34,362 33,641 30,397 27,671 26,535 26,356 25,054 18,423 18,063 17,646 17,281 16,827 16,424 16,259 16,137

生活系ごみ 46,140 47,647 48,057 46,194 45,308 43,411 43,585 42,480 41,034 39,619 38,933 38,435 37,983 37,446 36,955 36,582 36,309

一人当たり排出量 233 234 239 232 229 220 224 221 215 206 204 203 202 201 200 200 200

150

160

170

180

190

200

210

220

230

240

250

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

（kg/年）（t/年）
排出量の推移（弘前市）

生活系ごみ 事業系ごみ 一人当たり排出量

実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

最終処分量 9,343 8,797 9,950 10,266 9,687 9,138 8,674 8,720 7,975 8,043 7,893 7,743 7,593 7,444 7,294 7,144 6,993

リサイクル率 10.3% 12.1% 11.1% 9.8% 10.4% 10.7% 10.2% 9.7% 10.0% 13.0% 12.5% 12.0% 11.5% 10.9% 10.3% 9.6% 8.9%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

（t/年）

リサイクル率及び最終処分量の推移（弘前市）

最終処分量 リサイクル率

実績値 推計値
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

人口 36,499 36,363 35,961 35,480 35,154 34,659 34,143 33,607 33,154 32,459 32,111 31,762 31,414 31,065 30,717 30,362 30,008

事業所数 1,504 1,504 1,504 1,504 1,504 1,504 1,504 1,504 1,504 1,504 1,504 1,504 1,504 1,504 1,504 1,504 1,504

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

27,000

28,000

29,000

30,000

31,000

32,000

33,000

34,000

35,000

36,000

37,000

（事業所）（人） 人口及び事業所数の推移（黒石市）

人口 事業所数

実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

事業系ごみ 3,565 3,905 4,717 3,841 4,122 4,077 4,005 3,981 4,067 4,021 3,940 3,855 3,786 3,697 3,638 3,574 3,522

生活系ごみ 7,588 7,496 6,783 7,252 7,143 6,910 7,045 7,033 7,156 6,775 6,647 6,513 6,406 6,264 6,174 6,076 6,000

一人当たり排出量 184 185 172 183 181 177 182 185 190 183 181 178 176 174 172 171 170

150

160

170

180

190

200

210

220

230

240

250

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

（kg/年）（t/年）
排出量の推移（黒石市）

生活系ごみ 事業系ごみ 一人当たり排出量

実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

最終処分量 1,968 2,095 2,132 1,927 1,867 1,814 1,696 1,848 1,930 1,690 1,660 1,630 1,600 1,570 1,540 1,510 1,480

リサイクル率 13.4% 13.3% 13.4% 12.7% 12.4% 12.7% 12.5% 12.8% 12.9% 13.2% 13.4% 13.6% 13.8% 14.0% 14.2% 14.4% 14.6%

11%

12%

12%

13%

13%

14%

14%

15%

15%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

（t/年）

リサイクル率及び最終処分量の推移（黒石市）

最終処分量 リサイクル率

実績値 推計値
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

人口 33,823 33,602 33,299 32,941 32,486 32,088 31,780 31,487 31,157 30,357 30,051 29,745 29,440 29,134 28,828 28,555 28,281

事業所数 1,140 1,140 1,140 1,140 1,140 1,140 1,140 1,140 1,140 1,140 1,140 1,140 1,140 1,140 1,140 1,140 1,140

0

200

400

600

800

1,000

1,200

25,000

26,000

27,000

28,000

29,000

30,000

31,000

32,000

33,000

34,000

35,000

（事業所）（人） 人口及び事業所数の推移（平川市）

人口 事業所数

実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

事業系ごみ 2,542 3,454 3,465 2,488 3,790 3,566 3,467 2,946 2,981 2,893 2,867 2,840 2,814 2,787 2,761 2,735 2,708

生活系ごみ 6,319 6,536 6,759 6,150 6,234 6,139 6,176 6,443 6,512 6,206 6,087 5,968 5,849 5,731 5,612 5,493 5,375

一人当たり排出量 167 175 183 167 170 169 171 182 187 181 178 176 173 171 168 166 163
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160
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200
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220
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250
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8,000

10,000

12,000

（kg/年）（t/年）
排出量の推移（平川市）

生活系ごみ 事業系ごみ 一人当たり排出量

実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

最終処分量 1,133 1,336 1,331 1,109 1,101 1,139 1,100 1,104 1,115 1,019 1,000 981 962 942 923 904 885

リサイクル率 16.0% 14.8% 14.4% 15.6% 14.3% 14.2% 13.6% 13.1% 12.9% 18.9% 17.9% 16.9% 15.9% 14.9% 13.9% 12.9% 11.8%
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リサイクル率及び最終処分量の推移（平川市）

最終処分量 リサイクル率

実績値 推計値
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

人口 1,541 1,516 1,490 1,476 1,432 1,383 1,356 1,351 1,372 1,376 1,350 1,323 1,297 1,270 1,244 1,224 1,203

事業所数 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75 75

0
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1,000

1,100

1,200
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1,400

1,500

1,600

（事業所）（人） 人口及び事業所数の推移（西目屋村）

人口 事業所数

実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

事業系ごみ 132 132 125 132 134 102 93 95 109 89 87 86 85 83 82 81 81

生活系ごみ 380 394 376 365 373 348 327 315 314 311 306 300 296 289 284 280 276

一人当たり排出量 234 247 241 236 249 240 230 222 217 216 217 217 218 218 219 220 221
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（kg/年）（t/年）
排出量の推移（西目屋村）

生活系ごみ 事業系ごみ 一人当たり排出量

実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

最終処分量 68 64 65 71 73 68 61 61 58 58 57 56 55 54 53 52 51

リサイクル率 5.5% 8.8% 7.8% 8.6% 7.5% 8.4% 8.4% 8.8% 8.9% 18.7% 19.1% 19.4% 19.8% 20.3% 20.7% 21.3% 21.8%
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最終処分量 リサイクル率

実績値 推計値
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

人口 15,877 15,879 15,761 15,627 15,496 15,323 15,192 15,141 15,043 14,908 14,785 14,663 14,540 14,418 14,295 14,171 14,067

事業所数 538 538 538 538 538 538 538 538 538 538 538 538 538 538 538 538 538
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（事業所）（人） 人口及び事業所数の推移（藤崎町）

人口 事業所数

実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

事業系ごみ 555 640 593 619 1,213 1,272 1,189 1,152 1,126 1,017 1,010 1,002 995 987 980 973 965

生活系ごみ 4,029 4,172 4,032 4,080 4,091 4,025 4,135 4,315 4,040 3,481 3,455 3,428 3,403 3,378 3,353 3,328 3,302

一人当たり排出量 234 243 235 241 244 242 245 258 241 214 214 214 215 215 215 215 215
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（kg/年）（t/年）
排出量の推移（藤崎町）
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実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

最終処分量 673 699 702 714 803 797 730 793 729 759 769 779 790 800 810 821 831

リサイクル率 14.8% 14.8% 15.7% 13.1% 11.7% 11.4% 12.3% 12.0% 12.9% 15.4% 14.9% 14.3% 13.9% 13.4% 12.9% 12.5% 12.0%
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

人口 11,409 11,138 10,862 10,603 10,355 10,112 9,873 9,657 9,444 9,103 8,936 8,769 8,601 8,434 8,267 8,116 7,964

事業所数 351 351 351 351 351 351 351 351 351 351 351 351 351 351 351 351 351
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実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

事業系ごみ 526 544 628 623 1,030 885 724 750 728 559 550 541 534 523 515 507 501

生活系ごみ 2,382 2,355 2,260 2,190 2,156 2,089 2,198 2,142 2,082 1,779 1,748 1,717 1,690 1,654 1,623 1,595 1,571

一人当たり排出量 180 183 179 177 186 178 195 195 194 167 166 166 166 165 165 164 165
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実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

最終処分量 269 281 276 275 306 279 264 260 251 250 247 245 242 240 237 235 232

リサイクル率 14.5% 14.5% 14.6% 15.3% 12.9% 12.8% 12.2% 12.1% 11.9% 13.3% 12.9% 12.5% 12.2% 11.8% 11.4% 11.0% 10.6%
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

人口 8,297 8,308 8,247 8,196 8,110 8,042 7,991 7,895 7,801 7,774 7,710 7,645 7,580 7,515 7,450 7,386 7,321

事業所数 251 251 251 251 251 251 251 251 251 251 251 251 251 251 251 251 251
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実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

事業系ごみ 420 402 443 362 333 353 304 308 351 298 293 287 283 277 272 267 263

生活系ごみ 1,943 2,034 1,962 1,876 2,032 2,024 1,993 1,956 2,033 1,894 1,862 1,830 1,804 1,768 1,737 1,707 1,681

一人当たり排出量 221 231 224 215 234 235 233 233 245 227 224 222 220 216 214 211 209
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実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

最終処分量 451 491 482 423 194 396 354 382 418 323 311 300 288 276 264 252 240

リサイクル率 13.0% 13.9% 14.0% 13.8% 8.7% 8.8% 8.2% 8.0% 8.2% 8.6% 8.7% 8.8% 9.0% 9.1% 9.2% 9.4% 9.5%
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

人口 15,323 15,094 14,905 14,701 14,432 14,213 14,014 13,772 13,512 13,255 13,003 12,756 12,514 12,316 12,081 11,846 11,611

事業所数 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584 584

0

100

200

300

400

500

600

700

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

（事業所）（人） 人口及び事業所数の推移（板柳町）

人口 事業所数

実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

事業系ごみ 199 234 206 193 810 824 812 854 850 803 769 736 705 692 679 666 654

生活系ごみ 3,706 3,739 3,899 3,664 3,697 3,486 3,378 3,244 3,217 3,101 3,019 2,938 2,867 2,814 2,760 2,707 2,660

一人当たり排出量 224 230 242 233 239 229 224 217 219 212 194 177 160 160 160 160 160
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実績値 推計値

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9

最終処分量 419 396 454 481 602 604 553 564 663 648 677 706 735 763 792 821 850

リサイクル率 13.5% 13.1% 13.2% 12.1% 5.5% 6.2% 6.3% 5.4% 6.8% 6.1% 6.1% 6.1% 6.2% 6.2% 6.2% 6.3% 6.3%
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添付資料２ 分別区分説明資料 

  

弘前市
平川市

（平賀・碇ヶ関地区）
大鰐町

藤崎町

（藤崎地区）
板柳町 西目屋村

　燃やせるごみ
生ごみ、ゴム、プラスチック、木、革、布などの

素材でできた長さ60cm直径15cm未満のもの
〇 〇 〇 〇 〇 〇

　燃やせないごみ
金属、 陶磁器、ガラスなどの素材でできた長さ

45cm未満のもの
〇 〇 〇 〇 〇 〇

　大型ごみ 長さが 45cm以上180cm以下のもの 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　かん
飲み物や食べ物などが入っていたアルミ製容器や

スチール製容器
〇 〇 〇 〇 〇 〇

　びん
飲み物や食べ物などが入っていた無色・茶色・そ

の他のガラス製容器
〇 〇 〇 〇 〇 〇

　ペットボトル
食べ物や飲み物などが入っていたポリエチレンテ

レフタレート(PET)製容器
〇 〇 〇 〇 〇 〇

　紙パック 飲み物が入っていた紙製容器 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　ダンボール 紙の断面が横からみて波状になっているもの 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　新聞 古新聞（折込チラシ含む） 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　雑誌・雑がみ
雑誌、その他のリサイクル可能な紙（紙パック、

段ボール以外の紙）
〇 〇 〇 〇 〇 〇

　その他の紙 紙パック及びダンボール以外の紙製容器や包装 ― ― 〇 〇 〇 〇

　衣類
スーツ、Tシャツ、ズボン、タオル等の衣類・布

類で、カビや汚れ、穴あきや匂いのないもの
〇 〇 〇 〇 ― ―

　使用済み小型家電
ノートパソコン、携帯電話など、25cm×15cmの

回収ボックスの投入口から入る小型家電
〇 〇 〇 〇 〇 〇

　プラスチック製

　容器包装
プラスチック製の容器や包装 ― 〇 ― 〇 ― ―

黒石市
平川市

（尾上地区）

藤崎町

（常盤地区）
田舎館村

　燃やせるごみ
生ごみ、ゴム、木、革、布などの素材でできた長

さ50cm直径15㎝未満のもの
〇 〇 〇 〇

　燃やせないごみ
金属、 陶磁器、ガラス、プラスチックなどの素材

でできた長さ50cm未満のもの
〇 〇 〇 〇

　大型ごみ 長さが50cm以上400cm以下のもの 〇 〇 〇 〇

　かん
飲み物や食べ物などが入っていたアルミ製容器や

スチール製容器
〇 〇 〇 〇

　びん
飲み物や食べ物などが入っていた無色・茶色・そ

の他のガラス製容器
〇 〇 〇 〇

　ペットボトル
食べ物や飲み物などが入っていたポリエチレンテ

レフタレート(PET)製容器
〇 〇 〇 〇

　紙パック 飲み物が入っていた紙製容器 〇 〇 〇 〇

　ダンボール 紙の断面が横からみて波状になっているもの 〇 〇 〇 〇

　新聞 古新聞（折込チラシ含む） 〇 〇 〇 〇

　雑誌・雑がみ
雑誌、その他のリサイクル可能な紙（紙パック、

段ボール以外の紙）
〇 〇 〇 〇

　その他の紙 紙パック及びダンボール以外の紙製容器や包装 ― ― ― ―

　衣類
スーツ、Tシャツ、ズボン、タオル等の衣類・布

類で、カビや汚れ、穴あきや匂いのないもの
〇 〇 〇 〇

　使用済み小型家電
ノートパソコン、携帯電話など、25cm×15cmの

回収ボックスの投入口から入る小型家電
〇 〇 〇 〇

　プラスチック製

　容器包装
プラスチック製の容器や包装 〇 〇 〇 〇

分別区分 具体例

弘前地区環境整備事務組合

分別区分 具体例

黒石地区清掃施設組合
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添付資料３ 現有廃棄物処理施設位置図及び概要 

【ごみ焼却施設（弘前地区環境整備事務組合）】 

名 称 弘前地区環境整備センター（ごみ焼却施設） 

所 在 地 青森県弘前市大字町田字筒井 6-2 

供 用 開 始 年 月 H15.4 

処 理 能 力 246t/日（123t/24h×2炉） 

処 理 方 式 全連続燃焼式 

炉 形 式 ストーカ式 

災害対策の内容 

・河川計画規模の浸水深（0.7m）に対し、重要設備機器施設の出入

口に 1.0mの脱着式止水板を設置（R3年度完了予定）。 

・想定最大規模の浸水深（0.5～3.0m）に対し、長期包括管理運営

受託者と災害時等の人的・物的サポート体制を構築。 

弘前市 

黒石市 

平川市 
西目屋村 

大鰐町 

板柳町 

藤崎町 

田舎館村 

弘前地区環境整備センター 

（弘環組合） 

環境管理センター（黒清組合） 

弘前市埋立処分場（弘前市） 

南部清掃工場（弘環組合） 

沖浦埋立処分地（黒清組合） 

板柳町一般廃棄物最終処分場 

（板柳町） 
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【資源化施設（弘前地区環境整備事務組合）】 

名 称 弘前地区環境整備センター（資源化施設） 

所 在 地 青森県弘前市大字町田字筒井 6-2 

供 用 開 始 年 月 H15.4 

処 理 対 象 不燃・粗大・かん・びん・ペットボトル・紙パック・ダンボール・その他の紙 

処 理 能 力 93t/5h 

処 理 方 式 破砕･選別･圧縮･梱包 

災害対策の内容 弘前地区環境整備センター（ごみ焼却施設）と同様 

 

【ストックヤード（弘前地区環境整備事務組合）】 

名 称 弘前地区環境整備センター（ストックヤード） 

所 在 地 青森県弘前市大字町田字筒井 6-2 

供 用 開 始 年 月 H27.4 

保 管 対 象 小型家電製品・大型ごみ・ペットボトル 

屋 内 面 積 延床面積 390㎡ 

災害対策の内容 浸水等の被害が想定されないため対策不要 

 

【ごみ焼却施設（弘前地区環境整備事務組合）】 

名 称 南部清掃工場 

所 在 地 青森県弘前市大字小金崎字川原田 54 

供 用 開 始 年 月 H4.4 

処 理 能 力 140t/日（70t/24h×2炉） 

処 理 方 式 全連続燃焼式 

炉 形 式 ストーカ式 

災害対策の内容 ・河川計画規模の浸水深（浸水なし）に対し、重要設備機器施設

の出入口に 0.5mの脱着式止水板を設置（R3年度完了予定）。 

・想定最大規模の浸水深（0.5～3.0m）に対し、長期包括管理運

営受託者と災害時等の人的・物的サポート体制を構築。 

 

【ごみ焼却施設（黒石地区清掃施設組合）】 

名 称 環境管理センター ごみ処理施設 

所 在 地 青森県黒石市大字竹鼻字北野田 470 

供 用 開 始 年 月 S63.4（H12.4 改造）（H26.3 改良） 

処 理 能 力 100t/日（50t/24h×2炉） 

処 理 方 式 全連続燃焼式 
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炉 形 式 ストーカ式 

災害対策の内容 青森県洪水浸水想定区域外のため対策不要 

 

【粗大ごみ処理施設（黒石地区清掃施設組合）】 

名 称 環境管理センター 粗大ごみ処理施設 

所 在 地 青森県黒石市大字竹鼻字北野田 470 

供 用 開 始 年 月 H6.3 

処 理 対 象 粗大ごみ 

処 理 能 力 40t/5h 

処 理 方 式 堅形衝撃剪断回転式 

災害対策の内容 青森県洪水浸水想定区域外のため対策不要 

 

【最終処分施設（黒石地区清掃施設組合）】 

名 称 沖浦埋立処分地 

所 在 地 青森県黒石市大字沖浦字長沢出口地内 

供 用 開 始 年 月 S55.11(H14.3 改良) 

処 理 能 力 容量 805,160 ㎥ 

処 理 方 式 セルアンドサンドイッチ方式 

災害対策の内容 青森県洪水浸水想定区域外のため対策不要 

 

【最終処分施設（弘前市）】 

名 称 弘前市埋立処分場（第 2次第 2区画） 

所 在 地 青森県弘前市大字十腰内字猿沢 2397 

供 用 開 始 年 月 H30.6 

処 理 能 力 容量 224,000 ㎥ 

処 理 方 式 セル方式 

災害対策の内容 青森県洪水浸水想定区域外のため対策不要 

 

【最終処分施設（板柳町）】 

名 称 板柳町一般廃棄物最終処分場 

所 在 地 青森県弘前市大字十腰内字猿沢地内 

供 用 開 始 年 月 H6.4 

処 理 能 力 容量 31,000 ㎥ 

処 理 方 式 セル方式 

災害対策の内容 青森県洪水浸水想定区域外のため対策不要 
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添付資料４ ハザードマップ（青森県洪水浸水想定区域図（想定最大規模）を基に作成） 
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添付資料４ ハザードマップ参考①（弘前地区環境整備センター） 
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添付資料４ ハザードマップ参考②（南部清掃工場） 

 

 

南部清掃工場 
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添付資料４ ハザードマップ参考③（環境管理センター） 

 

環境管理センター 


